
第2回アジアRCE/ESD若者会議in仙台 

 参加報告書 

 
慶應義塾大学 厳網林研究室 

おにぎりプロジェクト 金澤隼人 
 
 
１． はじめに 

 
2009年2月9日と10日の2日間，仙台市内で第

2回アジアESD/RCE若者会議が開催された．持続
可能な開発のための教育(ESD)の地域拠点(RCE)間
の交流を目的とし，海外の 3 つの RCE を含め，9
地域の RCE が参加した．主催は仙台広域圏
ESD/RCE運営委員会． 
横浜 RCE からは，慶應義塾大学のおにぎりプロ
ジェクトの代表者たる著者と，プロジェクトメンバ

ーの斉藤淳が参加した． 
 
２． 当日まで 

  
横浜RCEの参加者は 1月 23日から 26日まで，
過去の横浜 RCE 関連イベントの参加者メーリング
リスト(rce-yokohama-ecocafe-net)において募集さ
れた．当初おにぎりプロジェクトの参加予定はなか

ったが，29日に事務局より個別にメールをいただい
たため，参加を決めた． 

2月 5日，横浜 RCE事務局が設置されている横
浜市環境創造局庁舎において，当日の流れや発表内

容などの打ち合わせを行った．その後，当日までに

新幹線の予約と発表資料作りを行い，当日に望んだ． 
 
 

 

３． 活動紹介 

 
 2月9日の午前10時，仙台市の市民活動サポート
センターでESD/RCE若者会議は開幕した．仙台広
域圏 RCE の宮城教育大学，小金澤氏による挨拶や
国連大学高等研究所の名執氏による基調講演などの

あとに，各地域RCEの活動発表が行われた． 
他者の発表で驚いたことは，「教育」の分野から出

身の発表が多いことだった．今まで RCE 横浜の活
動に参加してきて，意識の向上を呼びかけることは

あっても，「教育」として意識したことは少なかった． 
RCE横浜の発表としては，RCE全体の話は5分
ほどで，個別の活動事例としてのおにぎりプロジェ

クトの話に 10 分ほど割いた．質疑応答では発表で
説明しきれなかった部分も詳しく説明でき，有意義

な意見もいただけた． 
更におにぎりプロジェクトの話はその後の交流会

でも盛り上がりを見せた．様々な人にそのことで話

しかけてもらい，面白いと言ってもらえた．特に

RCE 中部の事務局の古澤さんにはとても関心を持
っていただけたようだ． 
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図２：ワークショップ発表の様子 

 
４． ワークショップ 

 
2 日目は会場を宮城教育大学に移して，ワークシ
ョップが行われた．参加者を4つのグループに分け
て，「卒業によって入れ替わりの激しい学生間ネット

ワークの創り方」などが議論された． 
自分の所属したグループとしては，報告書として

形に残すことや，議論や活動を集積し継続性を保つ

ためのサークル・研究会など担当の場を作り，必要

によっては長期的に携われる大人の手を借りるとい

う意見にまとまった．また，他のグループ発表には，

WEB ページを作るという構想が発表され，実現が
模索されている． 
 
５． 総括 

 
 「仙台に遊びに行く」というような軽い気持ちで

参加した今回の若者会議だったが，想像していた以

上に他の地域の人と交流できた．このような場で知

り合っても，残念ながら連絡先の交換だけで終わっ

てしまうことも多い．しかし，何人かと今のところ 
 
 
 
 
 
 
 

連絡がとれている．RCE岡山の高石さんとはその後
も何度かメールのやりとりをしていて，岡山大学で

おにぎりプロジェクト実施する当てを探してくれる

そうだ．韓国のRCE統営のYoungkookからもメー
ルをもらい，個人的ではあるが，国際的な繋がりも

得ることができた． 
 参加したことによる意識の変化もある．今まで

RCE横浜の活動に関わってきたつもりだったが，深
く ESD というものを考えてこなかった．それは，
自分たちの活動や自分自身が教育の成果物と捉えて

いたからである．しかし今回の会議によって，自分

達は教育をする主体でもあるということを意識する

ことになった． 
 おにぎりプロジェクトとしては，発表を行ったこ

とで，他の大学で行う足がかりを得るために参加し

たのだが，まだそこには及ばなかった．しかし，様々

な意見や，とても注目を浴びたこと，目を引く活動

であるという確信など，得るものは少なくなかった． 
 この2日間はとても楽しく有意義で，今後の活動
の糧となり刺激ともなるものだった．このような場

にはこれからも積極的に参加すると共に，場の創造

にも携わっていきたい． 
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